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午後２時００分 開会 

○議長（深谷政憲） 

皆さん、こんにちは。 

ただ今より令和７年６月公立岩瀬病院企業団議会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

出席議員は定足数に達しております。 

本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。 

この際、諸般の報告をいたします。 

監査委員から、例月出納検査結果報告書が、提出されております。 

印刷の上、お手元に配付しました資料を持ちまして、報告にかえさせていただき

ます。 

これより、議事に入ります。 

日程第１、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日一日限りといたしたいと思います。 

      これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（深谷政憲） 

ご異議なしと認めます。 

よって、会期は本日一日限りと決しました。 

日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、本会議規則第７７条の規定により、議長において、８番柏村

修吾議員、９番小林政次議員、１番菊地大介議員を指名いたします。 

日程第３、議案第６号から日程第４、議案第７号を一括して議題といたします。 

あらかじめ、お願いいたします。説明・質問及び答弁にあたっては、議席で起立

のうえ、簡潔明確に発言され、会議の円滑な進行にご協力願います。 

それでは提出者から、提案理由の説明を求めます。 

企業長。 

○企業長（石堂伸二） 

      本日ここに、令和７年６月公立岩瀬病院企業団議会定例会が招集となりまし
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たところ、議員の皆様方には、公私ともに何かとご多用の中、ご参集をいただ

き、誠にありがとうございます。 

      初めに、企業団職員が起こした不祥事についてお詫びを申し上げます。 

      先月１９日に、当院の医師が公然わいせつ罪の容疑で逮捕された旨の報道が

なされました。 

      企業団としては、これまでも本人の事情聴取を含め、事実関係の把握に努め

ておりますが、今後の司法判断などを総合的に勘案しながら、当該職員への厳

正な処分を行うこととしております。 

      企業団議会をはじめとする当院関係者の皆様方には、大変なご心配をおかけ

いたしましたこと、心からお詫びを申し上げます。 

      本件は、当院の信用を失墜させる行為であり、ただちに全職員に対し、今回

の事案を報告するとともに、改めて綱紀の粛正、法令遵守を徹底したところで

あります。 

      今後とも職員一同、力を合わせて、地域医療を提供する役割を果たしていく

なかで、地域の信頼を、一早く回復するよう努力してまいります。 

      それでは、今期定例会におきましては、ただ今一括議題となりました議案２

件につきまして、ご審議をいただくこととなりますが、提出議案などの説明に

先立ちまして、３月議会定例会以後の主な病院事業について申し上げます。 

      まず初めに、病院運営の根幹である医師の招聘状況等についてであります。 

      今年度から県立医科大学に開設した寄附講座「いわせ総合診療アカデミー」

により、本年４月時点では、県立医科大学に勤務する指導医１名と、当院に勤

務する助手１名の２名体制でスタートしたところであり、当院では総合診療科

医師として、外来診療や入院患者の診療を担うほか、救急患者の受入れなどに

も積極的に対応しております。 

      また、今年度後半には、当院に常勤する指導医１名が決定しており、残り１

名の医師確保についても、県立医科大学と連携を密にしながら、早期に確保で

きるよう努めてまいります。 

      次に、当院独自の医師招聘についてであります。 

      当院では今年４月から、主に内科診療に従事する救急総合診療科部長を採用

したほか、６月からは糖尿病内科部長及び乳腺外科部長を採用したところであ
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り、寄附講座の設置をはじめ、当院独自の医師招聘活動に取り組みながら、引

き続き診療体制の充実を図ってまいります。 

      なお、初期臨床研修医は、４月から新たに定員どおりの４名を迎え入れ、昨

年同様７名の体制となっています。 

      次に、病診連携についてであります。 

      当院では、平成１４年以降、オープンシステム委員会総会を開催し、定期的

な勉強会などを通して、当院と地域の医療機関との連携強化を図りながら、地

域医療の充実と向上に取り組んでおりますが、今年度の総会を去る６月２６日

に開催したところであります。 

      総会当日は、須賀川市を中心に周辺市町村の開業医の先生方やその施設の職

員の方々などを対象に、手術支援ロボットの症例なども含めて、当院の外科及

び泌尿器科医師から最新医療についての講演を行い、当院で行っている高度な

手術の実績を紹介したほか、今年度リニューアルした当院の医師等を紹介する

冊子を参加者に配付するなど、地域の医療機関との連携を深める取り組みを行

ったところであります。 

      次に、手術支援ロボットの稼働状況についてであります。 

      昨年９月２５日に泌尿器科、１０月１５日に外科において、初めての手術を

実施して以降、今年６月末日現在で、外科と泌尿器科、合わせて５４例の手術

を実施しております。 

      当該手術支援ロボットの導入は、高精度で低侵襲な手術が可能となるだけで

なく、従来は郡山地域の医療機関に紹介していた症例への対応が当院でも可能

となるなど、患者や医師の負担軽減に寄与するだけでなく、患者のご家族の身

体的・経済的負担の軽減にも寄与しているものと考えております。 

      さらに、外科系の若手医師においては、高精度な手術が可能となる手術支援

ロボットに高い関心を寄せているため、若い医師たちからも選ばれる病院とし

て、医師招聘効果も期待しているところであります。 

      次に、令和６年度の病院事業会計 決算見込みについて申し上げます。 

      本日、机上に配付している「令和６年度決算 前年度比較表（確定前）」を

ご覧ください。 

      「１.運営状況」についてであります。 
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      入院患者数は、延べ６９，３９８人、前年度比４，９１０人の増加であり、 

     １日平均は１９０．１人／日で、前年度比１３．９人／日の増加でありました。 

      外来の患者数も、延べ９５，７０６人で、前年度比３，９０８人の増加であ

ります。 

      次に、「２．損益の状況」でありますが、医業収益のうち入院収益の決算見

込額は、入院患者数が増加したことなどにより、３６億７，２３１万２千円で

あり、前年度と比べ、２億７，３６８万５千円の増収となりました。 

      また、外来収益決算見込額は、１４億８４３万円４千円であり、前年度と比

べ、７，４７０万９千円の増収となりました。 

      これら収益に、健診等収益も含めた医業収益全体の決算見込額は、６０億３，

７７７万３千円であり、前年度と比べ、４億５，８７６万７千円の増収となる

見込みであります。 

      一方で医業費用においては、物価高騰の影響などから、給与費、材料費、経

費などの各項目において、前年度を上回る支出となっており、医業費用決算見

込額は、６５億７，８２０万１千円であり、前年度と比べ、１億５，０５７万

６千円の増加となる見込みであります。 

      この結果、医業損益においては、前年度と比べ、３億８１９万１千円の収益

改善となったものの、５億４，０４２万８千円の損失計上となる見込みであり

ます。 

      また、医業外損益９，１２８万８千円を含む経常損益は、４億４，９１４万

円の損失見込みであり、前年度が、８億１，４９８万１千円の損失でありまし

たので、３億６，５８４万１千円が改善する見込みであります。 

      なお、今期決算では、これまで特別利益に計上してきた感染症対応の空床補

償などの補助金が無くなり、当年度純損益では、３億８，７６１万１千円の損

失計上を見込んでおり、今後、監査委員による監査などを経て、企業団議会９

月定例会に提出することとしております。 

      また、令和６年度は当院の「経営強化プラン」初年度でありますので、決算

額や各種指標等が固まり次第、当該プランの進捗状況等に対する評価などを行

いながら、今後の病院経営に活かしていく考えであり、引き続き、経営の効率

化や経営基盤の強化に取り組みながら、地域の皆様方から「選ばれ、選ばれ続
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ける病院」となるよう各種施策に取り組んでまいりますので、議員皆様のご理

解とご支援をお願いいたします。 

      以上、病院運営の当面の課題について、ご説明申し上げましたが、今期定例

会には、予算議案１件及び単行議案１件を提案しております。 

      提出議案に係る提案理由につきましては、事務長からご説明申し上げますの

で、慎重にご審議のうえ、速やかに議決を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（深谷政憲） 

      事務長。 

○事務長（塩田卓） 

      只今議題となっております、議案２件について提案理由をご説明いたします。 

      まず初めに、議案第６号をご覧ください。 

      「令和７年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計補正予算（第１号）」であります。 

      補正いたします予算は、第２条の、収益的収入及び支出において、新たに１，３

４０万円を増額するものです。詳細につきましては、予算科目をお示ししている次

の資料をご覧ください。 

      令和７年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計補正予算実施計画（第１号）であり

ます。 

      収益的収入及び支出のうち、収入の１款 病院事業収益、２項 医業外収益、２

目 補助金を、１，３４０万円増額するもので、「福島県医療分野の生産性向上・

職場環境整備等事業補助金」の収入を想定しております。 

      支出では、１款 病院事業費用、１項 医業費用、３目 経費を、同額の１，３

４０万円増額するもので、当該補助金を活用し、業務効率化に向けたＩＣＴ機器の

購入に要する経費に充てるものであります。 

      次に、議案第７号をご覧ください。 

      「公立岩瀬病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例」であります。 

      本議案は、形成外科及び整形外科で行われている自由診療等について、料金を改

めるもので、詳細につきましては、次のページの新旧対照表をご覧ください。 

      表中、右側が改正前の内容でありますが、項目９と項目１０について、それぞれ

形成外科と整形外科の自由診療等初診料を、４，４００円から、左側の改正後の金

額、６，０５０円に改めるものです。 
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      同じく、項目１０の整形外科自由診療等において、マチワイヤー処置から、爪切

りの各項目を記載のとおり、現行の金額を２倍に増額改定するもので、今般の物価

高騰や、他医療機関の料金設定の状況も踏まえながら、料金を改めるものでありま

す。 

      なお、周知期間を設け、施行の日を９月１日とするものです。 

      以上、議案第６号及び議案第７号の議案２件について、提案理由を説明させてい

ただきました。よろしくご審議の程、お願い申し上げます。 

○議長（深谷政憲） 

     これより、議案第６号「令和７年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計補正予算

（第１号）について」の質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（深谷政憲） 

質疑なしと認めます。 

これにて、質疑を終結いたします。 

○議長（深谷政憲） 

これより、討論に入ります。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（深谷政憲） 

討論なしと認めます。 

これにて、討論を終結いたします。 

○議長（深谷政憲） 

これより、議案第６号「令和７年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計補正予算

（第１号）」について採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（深谷政憲） 

ご異議なしと認めます。 
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よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○議長（深谷政憲） 

次に、議案第７号「公立岩瀬病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例」

についての質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

９番小林政次議員。 

○９番（小林政次） 

      形成外科と整形外科の自由診療に係る初診料を４，４００円から６，０５０円に

改定する根拠について、伺いたい。 

○議長（深谷政憲） 

      ただ今の９番小林政次議員の質疑に対し、当局の答弁を求めます。 

      事務長。 

○事務長（塩田卓） 

      初診料につきましては、「４，４００円」を「６，０５０」円に「１，６５０円」

の増額となっておりますが、これは、税抜きですと、「４，０００円」を「５，５

００円」に「１，５００円」の増額です。 

      先の３月議会において、「保険外併用療養費、初診に関するもの」を改正前の税

抜き「１，５００円」から「３，０００円」に改正しており、５月１日から一般の

初診患者からは、税込みで「１，６５０円」を加算した「３，３００円」を徴収し

ております。 

      本件は、自由診療の初診料についても、同様の額に設定するため、税込みで「１、

６５０円」を増額し、９月から徴収するものです。 

○議長（深谷政憲） 

      他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（深谷政憲） 

質疑なしと認めます。 

これにて、質疑を終結いたします。 

○議長（深谷政憲） 

これより、討論に入ります。 
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討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（深谷政憲） 

討論なしと認めます。 

これにて、討論を終結いたします。 

○議長（深谷政憲） 

これより、議案第７号「公立岩瀬病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条

例」について採決いたします。 

お諮りいたします。 

本案については、原案のとおり決することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（深谷政憲） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

○議長（深谷政憲） 

     以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

これをもちまして、令和７年６月公立岩瀬病院企業団議会定例会を閉会いたしま

す。ご苦労様でした。 

 

令和７年７月７日 午後２時２５分    閉会 


